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	業務
	◯
	傷病
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・クラブについて要検討（内容や実施場所等）
　→5月1日までは今まで通り実施。5月8日から変更予定。
検討内容は4/13の利用者様情報の後に記載。
・4月分の疾患別診療計画書アップロード4月15日まで。
・他院通院中の方で、青南病院受診の間隔が長い方がいるので月に1度は受診できるよう確認していきましょう。
・床暖房は今週までの使用とします。
・2026年度デイケア保険について

今後の加入は、加入日が5/1付となります。

先に申し込んだ方の書類は届いたので、各自に説明を行っていきます。

・DCの花見について
　日程：4/15（水）のミーティング終了後に出発し、昼食までに戻ってきます。
移動手段：バスを利用します。
行先候補地：長根公園、根城史跡広場
・六角堂祭の参加者（候補者）
　3名⇒原まさ様、山下幸子様、佐藤定子様
　順次参加の声掛けを行います。
・第10回院内勉強会
　日時：4月21日～25日　16：00～
　場所：メモリアルホール

　内容：薬品衛生管理　　講師：松田薬局長
＜利用者様情報＞

デイケア
・中村　まさ子様～9：00頃本人様より電話連絡あり。本日デイケア来所予定であったが、搭乗する車が信号待ちで追突された為休みたいとの事。車にへこみや傷がついたが、体に痛みは無いと聞かれている。終話後に警察に連絡して事故処理を行うとの事。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・特記する利用者はおりません。
《青風荘 カンファレンス》
【精神症状】

繁名：ここ最近では幻聴・幻覚の訴えが毎日のように聞かれており頓服薬服用・静養室利用が習慣化している。食事当番担当日は午前中に不調を訴え静養室を利用する事が多い(本日も同様)。口調は早口でやや聞き取りにくい。

　　　⇒青風荘では頓服薬服用は殆どない。部屋で独語している様子。
田中：余暇時間は継続して自主勉強をして過ごしており、眠気の強さや昼寝は増えずいる様子。勉強をしていて食事開始時などに遅れそうになる場面もあるが以前に比べ大幅に遅れることは減っている。食器片付けは慣れた様子であるが同じグループのメンバーの手際の悪さに対して少々苛立ちを見せる場面も有る。
　　　⇒青風荘でも同様に、日課時間などに遅れたりしている。
袴田：変わらず声掛けに対して指示が入るまで時間を要している。聞こえが悪いためか聞き返しも多い。義歯を装着する際は都度声掛けを行っているが時間を要しており何度も声掛けが必要であり義歯装着せずに過ごそうとすることが増えている。易怒性はここ最近は目立たない。
　　　⇒青風荘でも同様。定期的に姉様宅への外泊を行っている。
巴： 突然笑い出す様子や、体を大きく動かす様子は継続して見られている。他利用者様（特に女性利用者様）と距離が近いことがあるため都度注意している。プログラム開始直前にトイレに行くことや時間を把握せずテレビを観続けるなど遅れることは多い。

　　⇒特定女性利用者様との距離が近くなることがあり、都度注意している。
義積：足のケガ以降は歩行はゆっくりとしており大変さがあるようであるが各プログラムへは参加出来ている。変わらず時折イライラ感や他利用者様へ指示するような場面あり。余暇時間は机に伏せて傾眠している事が多い。

　　　⇒特定女性利用者様と一緒に他利用者様へ指示するような場面がある。
鈴木：「お腹が痛い。」「喉が痛い。」等の理由を挙げ運動療法休むことは継続（以前よりは減った。）衣類調節の声掛けには応じられている。離院行動や不穏さを見せることなく経過。

　　　⇒フェイスタオルを首にかけることはやめるように徹底している。外出も行っており、来所時に離院行動や不穏さを見せることは少ない。
古川：先月程まで見られていたぼんやり感・傾眠の多さは減少傾向。前傾姿勢で不安定さあり、転倒が無いように都度声掛けを行っている。

　　　⇒衣類や靴下の交換や洗濯はスタッフの介入が必要となっている。介入に対し、拒否し、大声を出すことがある。
堀切川：他利用者様への話し掛けの多さやトラブルはなく経過している。時折、被害的なものの受け取り方をする事は持続しており介入が必要である。食器片付け当番については徐々に慣れてきてこなすことが出来ているがその都度「なんも分かんなくてごめんなさい」と謝りに来ている。

　　　　⇒青風荘でも同様。スタッフの助言等に対し、不機嫌となり不満を話したり拒否する事がある。他者トラブルのないよう見守りを行っている。
島守：他者交流を持つことは殆どなく過ごしているが、他利用者様の動きを見ながら流れに合わせて行動する事が出来ている。日課の遅れは目立たずいるが入院中の経過から考えると環境に慣れてくると何度かの促し無しには次の行動に移り変わらなくなることも予想されるため注目していく。服薬は落錠なく実施出来ている。

　　　⇒青風荘でも同様。自主的に行動することは無いが、靴下の交換や髭剃りの充電などはきちんと行っている。
【身体症状】

稲垣：徐々に加齢に伴う老化・認知機能の低下が感じられることも多く運動プログラムは椅子に座って取り組むか、休んでいることも増え日付等分からなくなっていることも増えている。先日はカバンを持って来ていないにもかかわらず「かばんが無い！誰かに盗られたかもしれない。」と物盗られ妄想様の捉え方をしていることもある。先月から折り紙手芸には乗り気でなく取り組まなくなっている。

　　　⇒他施設サービスの利用が増えてから曜日や日付などが分からなくなってきており、洗濯などを曜日に関係なく行うこともあり声掛けを行っている。
森田：先月に比べると腰痛の強さは軽減し、歩行もやや前傾姿勢ながらも自力で出来ており介助を要することはなくなっている。先日の青風荘外出でラピアに行けたことも嬉しかったようで楽しそうに話している。流涎は持続。

　　　⇒青風荘への不満は聞かれなくなっている。外出は月1回程度行っており、デイサービス利用も週1回継続できている。流延は以前よりは軽減している様子。腰痛悪化時には湿布貼付し対応している。
【その他】

林下：変わりなく他者交流を持つことはほとんど無いが日課はスムーズに行う事が出来ておりプログラムへも参加されている。※乳がんの自己検診方法の指導については青風荘のコロナ閉鎖があり実施出来ずおり、看護師の人事異動予定もあったため新年度に新配属看護師が行う事として調整しています。

　　　⇒乳がん自己検診方法の指導はお願いしたい。
三浦：大きな変化なく経過。要求等聞かれず気分の不安定さは目立たない。

奥山：大きな変化なく経過。食器片付け当番も安定してこなしている。

坂本：大きな変化なく経過。
　　　⇒下痢便失禁がありリハパン着用しているが排便状況が安定しておらず、下剤服用を1日おきにして経過観察中だが、毎日排便が2～3回ある。便秘や下痢はないが、状況変化があった際には受診時相談していく。
藤村：大きな変化なく経過。

岡﨑：大きな変化なく経過。食器片付け当番も安定してこなしている。

津嶋：大きな変化なく経過。食器片付け当番も安定してこなしている。

　　　⇒特定男性利用者様との距離が近い事があり、都度注意している。
山田：変わらず食事量ムラあり。時折幻聴を思わせる仕草あり(両耳を手でふさぐ)。食器片付け当番も安定してこなしている。

《次回開催》

5/20（水）13：00～

